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第 64 号 令和 7年 2月 20 日

12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
18
億 

７
４
３
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
９
８
億
７
８
０
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
令
和
６

年
度
末
の
見
込
み
は

答　

令
和
６
年
11
月
末
現
在
で
約
９
億 

５
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
最
終
的
に

は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

質　
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
費
の

増
加
要
因
は

答　

特
に
子
ど
も
の
利
用
が
増
え
て
お

り
、
医
療
の
発
達
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
発

見
さ
れ
ず
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
へ
の
支
援
や
幼
い
う
ち
か
ら
の

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
一

因
で
あ
る
と
考
え
る
。

質　
市
内
小
中
学
校
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
被
害
状
況
は

答　

サ
ク
ラ
の
木
６
２
１
本
に
対
し
、

約
半
数
に
当
た
る
２
５
９
本
に
被
害
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
被
害
の
大
き
い
28

本
を
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、

伐
採
と
枝
下
ろ
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
箱
森
町
地
内
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る

清
水
川
調
節
池
の
事
業
用
地
と
し
て
土
地

を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
調
節
池
の
機
能
は

答　

調
節
池
は
河
川
に
隣
接
し
て
設
置

し
、
大
雨
等
で
河
川
の
水
量
が
大
幅
に
増

加
し
た
際
に
下
流
側
に
流
れ
る
水
の
量
を

調
整
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　
清
水
川
調
節
池
の
整
備
効
果
は

答　

下
流
域
に
当
た
る
祝
町
や
富
士
見

町
な
ど
の
中
心
市
街
地
の
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

質　
用
地
購
入
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　

速
や
か
に
詳
細
設
計
を
行
い
、
来

年
度
に
は
整
備
工
事
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
案
の
概
要

　
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め

る
た
め
、
学
校
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を

譲
渡
特
約
付
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
効
果
は

答　

電
気
の
使
用
量
が
約
３
割
削
減
さ

れ
、
削
減
さ
れ
た
電
気
料
金
分
で
改
修
に

要
す
る
費
用
を
賄
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

質　
工
事
中
の
学
校
へ
の
影
響
は

答　

学
校
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な
る
た

め
、
業
者
と
学
校
を
交
え
た
調
整
を
綿
密

に
行
い
、
学
校
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
。

可決  全会一致

一般会計補正
予算（第７号）

議案第97号
令和6年度一般会計
補正予算（第７号）

可決  全会一致

調節池整備に
向けて用地を購入
（市街地浸水対策）
議案第105号　
財産の取得について（清水
川調節池整備事業用地）

可決  全会一致

学校の照明をLED化
議案第106号
財産の取得について
（学校施設（20校）ＬＥＤ照明器具）
議案第107号
財産の取得について
（学校施設（19校）ＬＥＤ照明器具）

●ふるさと応援寄附事業費
	 3億9,702万円
●�とちぎクリーンプラザ施設保守整備
事業費	 1億5,153万円
●ナラ枯れ被害緊急対策事業費
	 3,850万円
●�市道1033号線交通安全施設整備
事業費（栃木大宮町）	 3,000万円
※金額は増額（千円以下切り捨て）

〈〈補正予算の主な内容〉〉
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　災害発生時には、市民相互の助け合いが必要です。
　日本人も外国人も関係ありません。皆が地域の一員です。
　しかし、災害発生時、外国人住民の方は、言葉の壁があり、避難情
報が理解できなかったり、避難所でも周りの方と意思疎通が難しいな
どの課題があります。
　表紙の写真は、11月30日に市国際交流協会の協力の下、市の総合防
災訓練に外国人住民の方（フィリピン8人、ネパール10人）に参加い
ただき、避難所での受付訓練などを行った際の様子を撮影したものです。
� （表紙担当：天谷委員・内海委員　協力：市国際交流協会）

表紙の写真
みんな、地域の一員
～災害は市民みんなで備える！ 日本人も外国人も!!～

議案等の審議結果
　12月定例会では、議案23件、請願１件、陳情１件、意見書
案１件が審査されました。
　なお、賛否が分かれた議案等はありませんでした。

※�議案は全て全会一致で可決されました。請願第４号（交通信号機存続に
関する意見書の提出を求める請願）は全会一致で採択となり、それに伴
い意見書案第3号（交通信号機の存続を求める意見書）が提出され、全会
一致で可決されました。陳情第7号（政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止
の確認を求める陳情書）は賛成者なしで不採択となりました。 ▲12月定例会最終日の議場

学校体育館のエアコン設置に向けて（12月定例会で関連補正予算を可決）

▶令和７年の夏ごろに中学校体育館にエアコン設置予定
　学校体育館へのエアコン設置に関しては、複数の議員が一般質問において「近年の異常な暑さによ
り、体育館での授業や部活動の際に熱中症の危険性が非常に高く、速やかに実施すべき」などと発言し、
市当局に対して早急な実現を求めてきました。
　さらに、令和５年12月に実施した「中学生議会」においても、中学生議員が質問したことから、市
民も高い関心を寄せる課題という認識がありました。
　これらを受けて、12月定例会において、市長から中学校体育館へのエアコン設置に関する補正予算
案が提出されるに至り、全会一致で可決され、設置に向けた準備が進むことになりました。
　今年の夏ごろまでには、中学校の体育館（統合予定の学校を除く）にエアコンが設置される予定です。

▶産業教育常任委員会では「エアコン設置の先進事例」
　を視察（12月24日）
　小中学校のエアコン設置について実情を把握するため、
小山市への視察を実施しました。運用実態の説明を受けた
後に、エアコンが設置された小山第一小学校体育館を視察
し、参加した議員からは「本市も速やかに小学校体育館に
もエアコンを設置すべき」などの意見がありました。

小山第一小学校体育館のエアコン▶︎



－ 4－

第 64 号 令和 7年 2月 20 日

一般質問の詳しい内容は二次元コードからアクセス

議
会
か
ら
疑
問
の
声
が
あ
っ
て
も

予
算
提
出
を
強
行
し
た
結
果

　
令
和
６
年
９
月
議
会
で
は
、
補
正
予
算

を
取
り
下
げ
、
再
提
出
す
る
と
い
う
栃
木

市
に
お
い
て
前
代
未
聞
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
内
容
は
民
間
が
設
置
し
た
子
ど
も

の
屋
内
遊
戯
場
へ
の
利
用
者
補
助
に
関

し
、
議
会
か
ら
疑
問
、
批
判
が
あ
っ
て
も

９
月
議
会
に
補
正
予
算
を
提
出
し
た
。

　
結
局
は
、
積
算
根
拠
の
誤
り
と
い
う
初

歩
的
ミ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
な
い
管
理
体
制
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
今

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
行
政
の
信
頼
性
を

著
し
く
損
ね
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
こ
の
失
態
の
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
。

答
弁
大
川
市
長

最
終
的
な
責
任
は
私
に
あ
り
、

同
様
の
ミ
ス
が
再
発
し
な
い
よ
う

改
善
策
を
講
じ
る

　
今
回
の
件
で
、
市
議
会
お
よ
び
市
民
の

皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
。

　
本
件
の
責
任
は
、
第
一
義
的
に
は
、
資

料
作
成
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
セ
ス
に
関

与
し
た
担
当
部
門
の
管
理
者
に
あ
る
が
、

最
終
的
な
責
任
は
私
に
あ
り
、
市
政
全
体

と
し
て
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
再
発
し
な
い

よ
う
、
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
一
方
で
、
市
の
職
員
に
お
い
て
は
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
新
た
な
政
策
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
精
神
も
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、「
一
度
も
失
敗
を
し
た
こ
と

が
な
い
人
と
は
、
何
も
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
あ
る
」
と
の
名

言
も
あ
る
と
お
り
、
こ
の
経
験
を
糧
に
、

さ
ら
に
前
向
き
に
、創
造
的
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
職
員
を
引

き
続
き
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
祝
町
地
内
未
利
用
地
及
び
道
路

○
人
事
院
勧
告

○
特
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
優
遇
措
置

○
庁
舎
管
理
規
則

●
９
月
議
会
で
の
補
正
予
算
に

　
関
す
る
失
態

内海 まさかず 議員

創志会

も
や
さ
な
い
ご
み
専
用
の

ご
み
袋
導
入
検
討
を
！

　
現
在
、
も
や
さ
な
い
ご
み
は
、
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
市
販
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
市
が
求
め
る
半

透
明
の
判
断
基
準
（
中
身
が
見
え
る
）
を

満
た
し
て
い
る
が
、
多
く
の
家
庭
で
は
手

軽
さ
や
利
便
性
を
考
慮
し
、
レ
ジ
袋
を
使

用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
し
か
し
、
レ
ジ
袋
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
透

明
度
の
も
の
が
存
在
す
る
た
め
、
透
明
度

の
判
断
基
準
が
難
し
く
、
中
身
が
見
え
な

い
等
の
理
由
か
ら
回
収
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
。
も
や
さ
な
い
ご
み
専
用

袋
導
入
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

半
透
明
の
袋
の
基
準
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て

い
く

　
近
年
、
も
や
さ
な
い
ご
み
に
混
入
す
る

小
型
充
電
式
電
池
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
原
因

と
し
た
ご
み
収
集
車
の
火
災
や
ご
み
処
理

施
設
で
の
発
火
事
故
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
も
や
さ
な
い
ご
み
が
白
色
や
乳
白
色

な
ど
の
色
が
濃
い
袋
で
排
出
さ
れ
、
中
身

が
確
認
で
き
ず
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
も
や
さ
な
い
ご
み
は
、排
出
物
の
種
類
、

形
状
、
材
質
、
大
き
さ
、
重
さ
な
ど
が
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
指
定
袋
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
袋
の
大
き
さ
や
厚
さ
、
強
度

等
の
規
格
設
定
が
難
し
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、「
透
明
ま
た
は
中
身
が
見
え
る

半
透
明
の
袋
」
で
あ
れ
ば
、
レ
ジ
袋
で

も
排
出
可
能
で
あ
る
と
い
う
市
民
の
利
便

性
な
ど
も
踏
ま
え
、
現
状
の
排
出
方
法
に

つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努

め
、
半
透
明
の
袋
の
基
準
に
つ
い
て
は
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

●
本
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理

〇
東
武
線
新
大
平
下
駅
東
口

　
駐
輪
場

小太刀 孝之 議員

創政会
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多
様
な
読
書
環
境
の
整
備
の
た
め
に

電
子
図
書
館
の
導
入
を

　
電
子
書
籍
は
、
既
存
の
書
籍
を
デ
ー
タ

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
24
時
間
３
６
５

日
い
つ
で
も
貸
し
出
し
・
返
却
が
で
き
、

図
書
の
盗
難
・
破
損
・
未
返
却
の
損
害
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
２
０
１
９
年
に
は
書
籍
を
視
覚

で
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
読
書

環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
が
公
布
さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
対
応
し
た
読
書
環
境
の
整
備
や
多

様
な
読
書
機
会
の
確
保
の
た
め
に
導
入
を

期
待
す
る
が
、
電
子
図
書
館
の
取
り
組
み

に
関
す
る
考
え
を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

令
和
７
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
て

指
定
管
理
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る

　
電
子
図
書
館
は
、
今
ま
で
図
書
館
を
利

用
し
て
い
な
い
市
民
の
方
の
利
用
拡
大

や
、「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
へ
の
対

応
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
電
子
書

籍
を
読
め
る
期
間
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、

図
書
館
に
お
い
て
紙
の
書
籍
の
よ
う
に
保

管
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
う
た
め
の

基
礎
知
識
が
な
い
利
用
者
へ
の
支
援
等
の

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
と
し
て
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

　
令
和
５
年
度
の
指
定
管
理
者
募
集
要
綱

に
電
子
書
籍
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
令
和

７
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
を
明
記
し
、

現
在
、
受
託
し
た
指
定
管
理
者
が
他
市
町

の
導
入
状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行

い
、
導
入
に
向
け
て
本
市
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

〇
若
者
が
暮
ら
し
た
い

　
ま
ち
づ
く
り

〇
不
登
校
対
策

●
図
書
館
と
読
書
活
動
の

　
推
進

小久保 かおる 議員

公明党議員会

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

平
等
な
教
育
の
機
会
を

　
親
の
収
入
等
の
理
由
に
よ
り
、
教
育
を

十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
を
生
ま
な

い
た
め
に
も
、
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る

支
援
が
大
切
で
あ
る
。

　
支
援
制
度
と
し
て
、
奨
学
金
制
度
が
あ

る
が
、
市
の
奨
学
金
制
度
は
利
用
件
数
が

あ
ま
り
多
く
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
進
学

に
関
す
る
相
談
等
を
市
民
か
ら
受
け
、
制

度
を
調
べ
る
中
で
ど
の
奨
学
金
が
使
え
る

の
か
分
か
り
づ
ら
い
と
も
感
じ
た
。

　
す
で
に
あ
る
制
度
を
拡
充
し
、
幅
広
く

周
知
す
る
こ
と
で
教
育
の
機
会
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
制
度
の
拡
充
に
関
す
る
考
え

を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

制
度
拡
充
の
検
討
と
分
か
り
や

す
い
周
知
を
行
っ
て
い
く

　
本
市
で
は
、
給
付
型
の
「
と
ち
ぎ
吾
一

奨
学
金
」、
貸
与
型
の
「
ゆ
め
応
援
奨
学

金
」、
卒
業
後
、
市
内
に
５
年
間
定
住
す

る
と
返
還
が
免
除
と
な
る
、
条
件
付
き
貸

与
型
の
「
住
ま
い
る
奨
学
金
」
の
、
３
種

類
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
と
併
せ

て
、
募
集
要
項
を
市
内
の
中
学
校
や
高
等

学
校
等
お
よ
び
近
隣
市
町
の
高
等
学
校
に

送
付
す
る
ほ
か
、
市
の
施
設
で
も
配
布
す

る
な
ど
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
な
ど
、
本
市
以
外
に
も
同
様
な
制
度
が

あ
り
、
自
分
自
身
に
合
っ
た
も
の
が
分
か

り
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
本
市

在
学
お
よ
び
出
身
の
学
生
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
貸
与
型
の
所
得
制
限
を
見
直
す

な
ど
の
制
度
拡
充
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
本
市
の
奨
学
金
制
度
の
特
徴
を
明
確

に
し
た
よ
り
分
か
り
や
す
い
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

●
教
育
機
会
の
保
障

○
不
登
校
へ
の
対
応

○
高
齢
者
の
移
動
支
援

○
再
犯
防
止
対
策

川田 俊介 議員

真政クラブ
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そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
認
可
を
受
け

て
い
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
の
健
全

な
発
展
の
た
め
、
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
国
の
補
助
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
よ
り
少
な
い
費
用
で
、
よ

り
投
資
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
一
方
で
、
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

区
域
を
優
先
的
に
進
め
る
な
ど
地
域
性
や

完
成
ま
で
の
期
間
、
コ
ス
ト
を
勘
案
し
、

事
業
効
率
や
有
効
性
に
よ
り
判
断
し
て
い

く
。

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
事
業
は

費
用
対
効
果
で
決
め
る
べ
き

　
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
下
水
道
整

備
事
業
の
実
施
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
対
象
地
区
の
人
口
の
見
込
み
、
個
別

世
帯
に
対
す
る
接
続
の
意
向
や
将
来
的
な

居
住
利
用
の
見
通
し
調
査
、
さ
ら
に
合
併

浄
化
槽
を
導
入
し
補
助
す
る
場
合
の
費
用

と
下
水
道
事
業
実
施
の
場
合
の
費
用
を
比

較
す
る
な
ど
、
市
街
化
区
域
よ
り
も
慎
重

に
調
査
・
検
討
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

地
域
性
や
期
間
、
コ
ス
ト
を
勘
案
し

事
業
効
率
や
有
効
性
に
よ
り
判
断
す
る

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
河
川
等
の

公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
を
図
る
こ
と

に
寄
与
し
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
、
基
幹
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。

〇�

新
里
地
区
の
下
水
道
整
備

計
画

●
市
下
水
道
計
画
の
見
直
し

○
県
南
広
域
的
水
道
事
業

　
の
進
捗
状
況

針谷 育造 議員

創志会

ら
、
今
後
、
さ
ら
な
る
観
光
基
盤
の
強
化

の
た
め
、
地
域
内
の
移
動
手
段
の
確
保
は

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
特
に
栃
木
駅
か
ら
伝
建
地
区
ま
で
の
移

動
に
つ
い
て
は
、
提
案
い
た
だ
い
た
「
低

速
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
は
、
環
境

に
優
し
い
電
気
自
動
車
で
あ
り
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
本
市
に
と
っ

て
有
効
な
移
動
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
車
両
の
購
入
や
運
営
に
係
る
多

額
な
費
用
、
運
営
を
ど
こ
で
担
う
か
な
ど

課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
等
の
助

成
制
度
の
検
討
や
、
関
係
各
所
と
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、「
低
速
電
動
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」
を
導
入
し
て
い
る
先
進
自

治
体
か
ら
情
報
収
集
す
る
な
ど
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
く
。

低
速
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

導
入
に
関
す
る
市
の
考
え
は

　
観
光
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
等
の

変
化
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
各
種
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
で
来
訪
者
に
対
し
質

の
高
い
観
光
を
提
供
す
る
な
ど
、総
合
的・

戦
略
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

持
続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
特
に
脱
炭
素
化
と
し
て
、
桐
生
市
の
低

速
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
展
開
は
、

先
進
的
で
あ
り
本
市
で
も
最
適
と
思
う

が
、
導
入
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

先
進
自
治
体
か
ら
情
報
収
集
す
る

な
ど
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く

　
本
市
に
来
訪
す
る
観
光
客
数
は
、
観
光

バ
ス
の
往
来
や
街
な
か
を
散
策
す
る
方
、

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
数
の
増
加
な
ど
、
徐
々

に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

●
観
光
振
興
事
業

〇
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
の
進
捗
状
況

古沢 ちい子 議員

公明党議員会
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●
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致

〇
不
登
校
支
援

青木 一男 議員

自民未来

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
よ
り

得
ら
れ
る
経
済
効
果
は

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
早
く
か
ら

行
っ
て
い
る
千
葉
県
印
西
市
で
は
、
誘
致

に
よ
る
税
収
増
が
財
政
健
全
化
に
大
き
く

つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

誘
致
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果
が

見
込
ま
れ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
な

ど
の
税
収
増
も
見
込
ま
れ
る
が
、
財
政
力

指
数
や
経
常
収
支
比
率
な
ど
財
政
面
に
与

え
る
影
響
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

税
収
が
増
加
し
本
市
の
財
政
基

盤
が
強
化
さ
れ
る

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
よ
り
、
施

設
整
備
に
携
わ
る
建
設
関
連
需
要
や
、
創

業
後
の
就
業
者
や
来
訪
者
に
よ
る
新
た
な

消
費
活
動
な
ど
、
数
多
く
の
分
野
へ
の
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
分
譲
地
に
お
い
て
は
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
２
棟
の
立
地
で
、
あ
く

ま
で
も
他
市
の
事
例
を
基
に
、
独
自
に
試

算
し
た
額
と
し
て
、
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
の
税
収
が
年
間
約
20
億
円
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
本
市
の

財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、財
政
力
指
数
や
、

経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

入
込
客
数
が
21
万
人
で
あ
り
、
約
4
億 

２
０
０
０
万
円
の
消
費
額
が
あ
っ
た
も
の

と
試
算
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、市
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
費
や
、

会
場
設
営
・
準
備
に
伴
う
市
内
事
業
者
へ

の
業
務
発
注
な
ど
の
費
用
も
含
め
る
と
、

秋
ま
つ
り
が
本
市
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
は

大
変
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
回
開
催
に
向
け
て
は
、
出
店
数
の
増

加
、
山
車
曳
き
体
験
や
同
時
開
催
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
な
ど
、
来
訪
さ
れ
た
方
々
が
長

時
間
滞
在
し
て
ま
つ
り
を
楽
し
め
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
検
討
し
、
さ
ら
な
る
経
済
効

果
に
つ
な
げ
て
い
く
。

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
さ
ら
な
る

発
展
と
充
実
へ

　
令
和
６
年
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
は
、

催
し
物
の
経
済
的
効
果
を
含
め
、
消
費
行

動
の
加
速
、
本
市
経
済
効
果
の
向
上
に
も

大
き
く
貢
献
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た

と
感
じ
ら
れ
る
。

　
令
和
６
年
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
が
本

市
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

ま
つ
り
を
楽
し
め
る
仕
掛
け
を

検
討
し
、
さ
ら
な
る
経
済
効
果

に
つ
な
げ
て
い
く

　
来
訪
者
の
秋
ま
つ
り
会
場
に
お
け
る
支

出
額
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
お
よ
び
観

光
基
本
計
画
の
消
費
額
を
勘
案
す
る
と
、

１
人
当
た
り
お
お
む
ね
２
０
０
０
円
程
度

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
回
の
秋
ま
つ
り
は

〇
自
転
車
に
関
す
る
道
路
交
通
法

　
改
正
に
伴
う
本
市
の
状
況

●
令
和
６
年
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の

　
成
果
と
振
り
返
り

○
本
市
職
員
名
札
標
記
変
更

　
（
カ
ス
ハ
ラ
対
応
）
で
の

　
期
待
さ
れ
る
効
果

福田 裕司 議員

創政会

コロナ禍を経て６年ぶりに通常開催
となった秋まつり（令和６年１１月）

栃木インター産業団地のイメージパース
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り
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
周
辺

ゴ
ル
フ
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
さ
ら

に
は
都
賀
、
西
方
地
域
内
へ
の
新
た
な
周

遊
ル
ー
ト
形
成
に
よ
る
観
光
振
興
も
期
待

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
救
急
搬
送
に
要
す
る
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
時
の
救
援
活
動
や

緊
急
物
資
の
輸
送
の
迅
速
化
な
ど
も
期
待

さ
れ
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ト
の
分
散
に
よ

る
渋
滞
緩
和
や
安
全
性
も
向
上
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
同
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺
に

お
い
て
は
、
第
２
次
栃
木
市
総
合
計
画
の

土
地
利
用
構
想
図
で
位
置
付
け
し
て
い
る

産
業
集
積
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
地
の
利
を
生

か
し
た
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

を
利
活
用
し
周
辺
開
発
を
！

　
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は
、
令

和
５
年
９
月
の
開
通
か
ら
約
１
年
で
１

日
の
平
均
利
用
台
数
が
約
１
４
０
０
台
と

な
っ
て
お
り
、
順
調
な
滑
り
出
し
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
北
部
地
域
で
は
、
都
賀
イ
ン
タ
ー
に
加

え
て
、
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

開
通
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
間
で
も
活
性

化
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
最
大
限
に

生
か
し
周
辺
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
癸
生
川
総
合
政
策
部
長

地
の
利
を
生
か
し
た
土
地
利
用

を
図
る

　
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
が
令
和

５
年
９
月
に
開
通
し
、
周
辺
企
業
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ

○
令
和
７
年
度
予
算
編
成

●
市
内
４
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

　
周
辺
開
発

○
主
要
地
方
道
栃
木
粟
野
線

　
整
備
事
業　
深
沢
Ⅱ
工
区

　
の
進
捗
状
況

氏家 晃 議員

自民未来

統
合
を
控
え
る
寺
尾
中
、
皆
川
中

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
は

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
10
年
間
の
リ
ー
ス

方
式
に
て
、
中
学
校
11
校
の
体
育
館
に

空
調
設
備
を
整
備
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、「
寺
尾
中
お
よ
び
皆
川
中
の
体
育
館

は
除
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
寺
尾
中
お
よ
び
皆
川
中
の
体
育
館
も
、

教
育
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

短
期
リ
ー
ス
等
を
検
討
し
、
設
置
に
向
け

た
対
応
を
求
め
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

他
の
中
学
校
の
空
調
整
備
に
合

わ
せ
て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る

　
寺
尾
中
学
校
お
よ
び
皆
川
中
学
校
に
つ

い
て
は
、令
和
８
年
４
月
の
統
合
に
伴
い
、

学
校
と
し
て
の
機
能
が
無
く
な
る
こ
と
か

ら
今
回
の
整
備
の
対
象
学
校
に
は
含
め
て

い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
７
年
度
の
夏
季

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
他

の
中
学
校
と
同
様
に
教
育
活
動
の
機
会
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
他
の
中
学
校
に
お
い
て
空

調
設
備
が
整
備
さ
れ
る
時
期
に
合
わ
せ

て
、
体
を
冷
や
せ
る
可
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
く
。

●
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

　
の
整
備

〇
西
部
地
域
中
学
校
の
統
合
に

　
伴
う
対
応

○
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り

小堀 良江 議員

真政クラブ

令和５年９月に開通した
都賀西方スマートインター
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努
力
義
務
化
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
普
及
に
向
け
て
購
入
費
の

助
成
を
！

　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
向
上
の

対
策
の
一
環
と
し
て
購
入
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
る
自
治
体
も
多
く
あ
る
。

　
県
内
の
人
身
事
故
の
う
ち
約
４
分
の
１

に
自
転
車
が
関
係
し
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
り
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
方
は
約
５
割
が
頭
部
に
損
傷
を

負
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
努
力
義
務
と
は

い
え
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
着
用

が
市
民
の
間
で
定
着
す
る
よ
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
、
購
入
費
の
一
部
助
成
を

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

助
成
に
よ
る
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
慎
重
に
検
討
す
る

　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
事
故
発
生
時

に
、
自
転
車
運
転
者
自
身
の
命
を
守
る
大

変
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
当
た
っ
て
の
助
成

は
、国
、県
、他
市
町
の
動
向
等
も
踏
ま
え
、

助
成
に
よ
る
費
用
対
効
果
も
十
分
に
考
慮

し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

○
農
地
の
適
正
管
理

●�

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
着
用
率
向
上
へ
の
取
組

○
公
共
交
通
の
あ
り
方

森戸 雅孝 議員

真政クラブ

駅
前
の
街
区
形
成
と
併
せ
て
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
宅
地
開
発
等
に
よ
り
、
良
好
な

居
住
環
境
と
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
に
は
、
都
市
機
能
に
必
要
な

医
療
施
設
と
し
て
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
が
建
設
さ
れ
、
本
市

医
療
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
令
和

６
年
７
月
に
は
株
式
会
社
エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

に
よ
る
最
先
端
の
計
測
機
器
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
総
合

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
県
内
外
に
広

く
そ
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
民
間
活
力
に

よ
る
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
期
待
さ

れ
る
。

　
現
在
、
片
柳
町
２
丁
目
地
内
で
進
め
ら

れ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
沼
和
田
川
原
田

線
の
工
事
が
完
成
す
る
と
北
口
と
南
口
を

結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
、
人
流
や
物
流
に

も
変
化
が
表
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
当
地
区
は
、
今
後
さ
ら

な
る
発
展
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
る
立
地
環
境
な
の
で
、
社
会
情
勢
や

周
辺
の
土
地
利
用
の
動
向
を
勘
案
し
な
が

ら
、将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
た
い
。

栃
木
駅
南
口
の
再
開
発
実
現
の

可
能
性
は

　
市
内
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
で
は

「
栃
木
駅
南
口
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て
」

が
毎
回
要
望
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
や
高
齢
化
に
よ
る
税
収
の
減
少

ペ
ー
ス
は
企
業
誘
致
や
店
舗
出
店
で
補
う

べ
き
で
あ
り
、
特
に
栃
木
駅
南
の
と
ち
ぎ

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
市
街
化
調

整
区
域
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
い
つ
ま
で
続
け
る
つ
も
り
な
の
か
。

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
べ
き
と
思

う
が
、駅
南
口
再
開
発
の
可
能
性
を
伺
う
。

答
弁
癸
生
川
総
合
政
策
部
長

社
会
情
勢
等
を
勘
案
し
な
が
ら

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し

た
い

　
栃
木
駅
南
口
は
、
こ
れ
ま
で
鉄
道
の
連

続
立
体
交
差
事
業
に
よ
る
南
北
市
街
地
の

一
体
化
や
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

○
産
業
振
興

●
ま
ち
づ
く
り

市村 隆 議員

真政クラブ

市が運営するシェアサイクルでは
ヘルメットも貸し出している
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イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て

渡
良
瀬
遊
水
地
の
適
正
管
理
を

　
令
和
６
年
は
、
水
稲
に
被
害
を
及
ぼ
す

害
虫
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
」
が
全
国
的
に
大

量
発
生
し
た
。

　
市
内
で
は
、
藤
岡
地
域
の
う
ち
渡
良
瀬

遊
水
地
周
辺
に
お
い
て
被
害
が
顕
著
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
遊
水
地
や
そ

の
周
辺
の
雑
草
繁
茂
地
帯
や
堤
防
の
草
刈

り
を
徹
底
し
、
被
害
の
未
然
防
止
や
軽
減

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

関
係
機
関
等
と
連
携
し
防
除
対

策
と
生
産
者
へ
の
周
知
を
行
う

　
渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
ヨ
シ
や
希
少
植

物
の
生
育
を
促
す
こ
と
や
病
害
虫
の
防
除

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ

シ
焼
連
絡
会
が
毎
年
３
月
に
ヨ
シ
焼
き
を

実
施
し
て
お
り
、
病
害
虫
に
対
す
る
有
効

な
防
除
対
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
が
遊
水
地
の
堤
防
や
管
理
用
道
路

な
ど
も
含
め
て
、
除
草
等
に
よ
る
保
全
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
同
事
務
所
と
カ
メ
ム
シ
等
の

農
業
被
害
を
も
た
ら
す
病
害
虫
の
生
態
や

農
作
物
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
情
報

を
共
有
し
、
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
病

害
虫
対
策
と
い
う
観
点
も
考
慮
し
た
除
草

等
に
よ
る
敷
地
管
理
の
継
続
的
な
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
の
主

催
に
よ
り
関
係
者
を
集
め
た
対
策
会
議
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、生
産
者
に
対
し
、

次
の
作
付
け
へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
の

対
策
等
の
有
益
な
情
報
を
積
極
的
に
周
知

し
て
い
く
。

●
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害

○
有
害
鳥
獣
対
策

○
小
中
学
校
に
お
け
る

　
不
登
校

○
道
路
行
政

福富 善明 議員

真政クラブ

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
、
他
の
自
治
体
に
対
す
る
照
会
調
査

や
全
国
の
状
況
を
集
約
し
た
文
献
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
耳
鼻
科
医
師
か
ら
も

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
補
助
制
度
の
導
入

に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
認
知

症
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
耳
の
聞

こ
え
に
く
さ
か
ら
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

耳
鼻
科
医
師
が
補
聴
器
の
必
要
性
を
認
め

た
低
所
得
の
高
齢
者
と
し
、
障
が
い
者
制

度
と
の
調
整
も
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
制

度
運
営
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
補
聴
器
を
継
続
的
に
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
本
人
の
状
態
に
合
っ
た

調
整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
購
入
先

は
、
専
門
の
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
販
売

店
か
ら
選
択
い
た
だ
く
方
式
に
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
、
助
成
金
額
等
、
他
市
の
状
況
を

参
考
に
細
か
い
点
の
検
討
を
行
い
、
令
和

７
年
度
の
補
助
制
度
の
導
入
に
向
け
て
進

め
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
補
助
制
度
の
導
入
を
！

　
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
令
和
４
年
９
月
、
５
年
９
月
の
議
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
き
た
。

　
令
和
５
年
９
月
議
会
で
の
質
問
に
対
し

て
は
「
対
象
者
の
検
討
、
障
が
い
者
制
度

等
と
の
調
整
も
あ
り
、
対
象
者
、
助
成
金

額
等
も
含
め
、
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
制
度
を
目
指
し
、
十
分
検
討
を
重
ね

て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
検
討
状
況
お
よ
び
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

令
和
７
年
度
か
ら

補
助
制
度
導
入
予
定

　
令
和
５
年
９
月
議
会
で
答
弁
し
た
と
お

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
聞
こ
え

に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
と

○
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

○
学
校
給
食
費
無
償
化
の
拡
充

●
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る

　
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の

　
導
入

白石 幹男 議員

無会派

イネカメムシは収量減や
品質低下の原因に
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市
内
の
公
立
・
民
間
園
に
お
い
て
は
、

毎
日
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
第
一
に

考
え
、
保
育
士
等
が
一
生
懸
命
教
育
・
保

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、過
日
、各
園
の
園
長
等
が
集
ま
っ

た
場
に
お
い
て
、
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を

直
接
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
内
の
各
園
と
は
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
研
修
会
の
開
催
や
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
本
市
の
教
育
・
保
育

の
質
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
回
の
事
案
が
発
生
し
た

こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
保
護
者
と
各
園
と

の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

　
今
後
も
各
園
と
連
携
し
、
様
々
な
研
修

等
を
通
し
て
、
不
適
切
保
育
な
ど
の
防
止

に
関
し
意
識
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

虐
待
は
二
度
と
起
こ
さ
せ
て
は

い
け
な
い
!!

　
令
和
６
年
２
月
に
起
き
た
「
都
賀
幼
稚

園
」
の
園
児
へ
の
虐
待
事
件
は
、
市
の
保

育
・
教
育
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
問
題
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
園

か
ら
改
善
計
画
・
再
発
防
止
策
が
出
て
く

る
の
が
遅
い
の
か
。
な
ぜ
園
側
は
全
く
反

省
し
て
い
な
い
発
言
を
繰
り
返
す
の
か
。

　
今
回
の
市
の
対
応
で
は
、
子
育
て
中
の

家
庭
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を

生
み
育
て
よ
う
と
す
る
方
々
も
不
安
を
感

じ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
当
局
は
、
今
回

の
事
件
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
、ま
た
、他
の
幼
稚
園
と
の
情
報
共
有
、

虐
待
や
不
適
切
保
育
な
ど
の
防
止
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

各
園
と
連
携
し
不
適
切
保
育
な
ど
の

防
止
に
関
し
意
識
高
揚
に
努
め
る

●
ど
う
し
て
虐
待
事
件
を

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
!?

　
栃
木
市
の
対
応
は
間
違
っ
て

　
い
ま
せ
ん
か
？

大浦 兼政 議員

自民未来

若
手
人
材
の
確
保
の
た
め
に
新

た
な
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

導
入
を
!!

　
令
和
６
年
度
、
国
は
「
地
方
就
職
学
生

支
援
事
業
」
を
新
設
し
、
来
年
度
は
支
援

が
拡
大
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
も
新
た
に
県
内
の
企
業
に
就
職
し

定
住
す
る
者
に
対
す
る
奨
学
金
返
還
支
援

を
開
始
し
、
県
内
他
市
で
も
同
様
の
動
き

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
東
京
圏
へ
進
学
し
た
学
生
の

移
住
先
、
就
職
先
と
し
て
本
市
を
選
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
市
独
自
の
奨
学
金
返

還
支
援
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
な
市
独

自
の
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

調
査
・
研
究
す
る

　
県
で
実
施
し
て
い
る
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
は
、
県
内
の
企
業
等
へ
の
就
職
を
条

件
と
し
て
、
奨
学
金
返
還
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
故
郷
や
地
方
で
の
就
職
を
望

ん
で
い
る
学
生
の
県
内
へ
の
定
住
を
促
進

す
る
有
効
的
な
支
援
策
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
貸
与
型
奨
学
金

制
度
は
、若
者
の
定
住
促
進
を
目
的
と
し
、

大
学
等
の
学
生
が
、
卒
業
後
、
市
内
に
５

年
間
定
住
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返
還
を

全
額
免
除
す
る「
住
ま
い
る
奨
学
金
」と
、

卒
業
後
に
返
還
が
必
要
な
「
ゆ
め
応
援
奨

学
金
」
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
住

ま
い
る
奨
学
金
」
に
つ
い
て
は
、
市
内
へ

の
定
住
に
よ
る
返
還
免
除
の
実
績
が
多
い

こ
と
な
ど
、
一
定
の
効
果
を
得
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
ゆ
め
応
援
奨
学
金
」
に
つ
い

て
は
、
併
せ
て
県
の
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
が
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

必
ず
し
も
市
内
へ
の
定
住
に
つ
な
が
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
独
自

の
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
先

進
地
の
事
例
を
参
考
に
関
係
部
署
と
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

○
危
機
管
理
体
制

●
地
方
就
職
学
生
支
援

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
端
末
の
更
新

雨宮 茂樹 議員

公明党議員会
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一般質問の詳しい内容は二次元コードからアクセス

より活発な栃木市議会を目指して（議会改革検討委員会）

　議会改革検討委員会は、各会派から選任された議員で構成され、議会の改革に関する事項を検討し、
議長に報告する組織です。
　これまで、本委員会からの提案に基づいてさまざまな取り組みが具現化されました。

 〈これまでに議会改革検討委員会の提案が実現した事例〉
　・開かれた議会を目指した「インターネットやケーブルテレビによる議会中継」の実施
　・効率的な運営を推進する「電子表決システムや議員用タブレットパソコン」の導入
　・議会の審査能力の向上を図る「予算特別委員会・決算特別委員会」の設置

　本年８月から新たな構成で、新たな検討を開始しました。より活発な市議会を目指して、協議を進
めてまいります。

▶予算・決算について
　（審査方法の再検討、政策提案など）
▶政治倫理条例について
　（県内他市の研究、条例改正など）
▶議員研究会について
　（運営方法の改善など）
▶一般質問について
　（議論の深化に向けた取り組みなど）

委 員 長：針谷　育造
副委員長：雨宮　茂樹
委　　員：川田　俊介
　　　　　大浦　兼政
　　　　　坂東　一敏
　　　　　福田　裕司
　　　　　白石　幹男

議会改革検討委員会委員 検討項目（協議過程で変更することも想定されます）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
年
々
紙
お
む
つ
の
使
用
量
が
増
加
し
、

ご
み
排
出
量
の
６
％
か
ら
８
％
を
占
め
て

い
る
。
使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
、
現
状
、

全
て
焼
却
処
分
と
な
る
が
、
多
く
の
水
分

に
加
え
て
、
一
部
に
石
油
成
分
を
含
む
た

め
、
焼
却
炉
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
環
境
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
全
国
的
に
問
題
意
識
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
現
在
、
環
境
省
の
指
導
の
下
、
一
部
の

自
治
体
に
お
い
て
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
や

再
資
源
化
推
進
の
観
点
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
循
環
型
社
会
の
形
成
に

つ
な
が
る

　
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

環
境
省
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
等
の
実
施
・
検
討

を
行
う
自
治
体
の
総
数
を
１
０
０
自
治
体

と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
令
和
６

年
３
月
時
点
で
、
実
証
事
業
を
行
っ
た
上

で
社
会
実
装
し
て
い
る
自
治
体
は
全
国
で

21
と
少
数
で
あ
り
、
県
内
に
は
な
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
焼
却
設
備

へ
の
負
担
軽
減
、
資
源
の
有
効
活
用
に
よ

る
循
環
型
社
会
の
形
成
、
ま
た
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
本
市
の
現
状
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、

収
集
・
運
搬
方
法
や
再
生
利
用
方
式
、
ま

た
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
状
況
、
処
理

費
用
等
に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
事
例

を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

○
栃
木
市
行
財
政
改
革

●
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

広瀬 義明 議員

自民未来
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議会改革の推進に関する議員研修を実施（栃木市議会議員研修会）

皆さんの意見・要望等を議会に提出することができます

　11月8日に、議員研修会を行い、長野県飯綱町の元
町議会議長 寺島 渉先生から「議員のなり手不足対策と
議会改革の推進」という演題で、議会改革等について
お話しを伺いました。
　研修では、寺島先生が議長として主導した飯綱町議
会における改革の経緯、議会活動への町民参加の推進
等について、ご自身の経験に基づき、議員の意識に変
革が生じていく様子から、執行部や町民とのやり取り
など「議会改革の実際」に迫る貴重なお話しを伺うこ
とができました。

　市民の皆さんは請願書・陳情書により、市議会に対して政治や行政に関する意見や要望を述べるこ
とができます。（市議会議員の紹介があるものを請願書として、ないものを陳情書として受け付けます。）
　提出日によっては、日程の関係で、直近の定例会において審議することができなくなる可能性もあ
りますので、提出のご意向がある場合には、あらかじめお問い合わせください。
� （議会事務局　TEL 0282-21-2505）

○意見陳述について
　請願・陳情の提出時に意見陳述を希望するかどうかをお伺いします。
　提出者が希望する場合には、議会運営委員会において実施の可否を決定し、ご連絡をいたします。

研修を終えて ～特集担当委員（白石委員長）コメント～
　飯綱町議会の議会改革のきっかけは、第三セクター
の経営破綻による裁判で町側が全面敗訴し、議会の議
決責任が問われたことから始まったということでした。
　今、栃木市議会も「サッカースタジアム問題」で同
様なことが問われています。飯綱町議会が導き出した
「追認機関からの脱却」、「チーム議会としての政策提
言」、「開かれた議会、住民参加」を参考にし、「本気
の議会改革」に取り組むことが私たち議員に求められ
ていることを痛感しました。

・要旨は簡潔明瞭にまとめてください。
・�要旨で場所を特定している場合は地図
や略図を添えてください。
・�提出年月日を記入し、議長あてとして
ください。
・�自署でない場合は押印が必要です。
  �（多人数で提出する場合は、必ず代表
者を決め、署名簿は本文の後に別紙で
添えてください。）
・�請願の場合は、１人以上の紹介議員が
必要です。

◯◯に関する請願書（陳情書）

請願人（陳情人）

　住所 

　氏名　栃　木　太　郎

� 外〇名

紹介議員　〇〇〇〇

　栃木市議会議長◯◯◯◯様

表  紙
◯◯に関する請願（陳情）
1.請願（陳情）の趣旨

2.請願（陳情）の理由

　令和　　年　　月　　日
請願人（陳情人）
　住所 
　氏名　栃　木　太　郎
栃木市議会議長◯◯◯◯様

内  容
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●物価高騰により影響を受けていること
・主食（米）が自由に食べられない　・塾、習い事の値上げ
・電気代が高い（オール電化なので）　・支出が増え心理的ストレス
・遠出するのが怖い（ガソリン、飲食）　・進学のための費用が心配

●必要な市からの支援
・栃木市内で使用できるお米券　・給食費の無償化を
・地産地消の割引サービス　・子ども食堂事業者への補助拡充
・市内のガソリンスタンドで給油した時のクーポンやポイント

●主な発言の概要
・国や県に働き掛けて財源を確保しないと財政が逼迫してしまう。
・家族の人数が多いと負担が大きいので、人数をカバーする支援を。
・補助が出ないグレーゾーンの貧困家庭に修学旅行費の支援を。

中央会場 対象PTAブロック／栃木中央、栃木東部
参加者／PTA役員：14人、議員：8人

●物価高騰により影響を受けていること
・お米に手が出しにくい　・安い食材を選ぶためメニューに偏り
・大学授業料が上がっている（３年連続）　・家事の量が増えた
・農業資材（ビニール、肥料、薬）が高くなっている

●必要な市からの支援
・食料品の割引券の配布　・就学時援助の収入のハードルを下げる
・家事代行サービス回数券　・新規就農、規模拡大の際に補助金
・奨学金の利用枠の拡大　・支援策の周知を徹底する

●主な発言の概要
・食べ盛りの子どもがいる家庭への食費の援助があるとありがたい。
・家にいる時間が増えたことで、家事の量も増え、ストレスが増えた。
・支援策の周知は、子ども経由ではなく、親への直接的な周知が必要。

北会場 対象PTAブロック／栃木西部、都賀、西方
参加者／PTA役員：12人、議員：9人

PTA役員との意見交換会に参加して ～特集担当委員（小平委員）コメント～

　私が参加した北会場では、ガソリン代や水道光熱費、食
材費、塾の月謝等の高騰による負担が大きいとの意見があ
り、それにより家族で外食する回数の減少や家族旅行を控
えるなどの家族だんらんの頻度や内容に影響が出ていまし
た。また、市に対してはお米券の配布や給食費のさらなる
無償化などの支援を求める意見が出されました。
　物価高騰のなかでも安心して子育てが行えるようにする
ために、いただいたご意見が市政に反映されるようしっか
りと取り組んでいく必要があると感じました。
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PTA役員の皆さまとの意見交換会
を開催しました

　本年度も議会報告会（意見交換会）を11月に実施しました。
　議会報告は書面や動画などのさまざまな方法により発信し、市民の皆さまからアンケートによりご意
見を伺いました。意見交換会は「物価高騰による生活への影響について」をテーマとし、物価高騰の影
響が長引くなか、特に子育て世帯の家計への影響について意見を聞き、支援のニーズを把握するために、
小中学生の子育て中であるPTA役員の方を対象に開催しました。
　今号では、PTA役員との意見交換会の様子やいただいたご意見の一部を紹介します。

PTA役員との意見交換会の概要
●開催方法
　全議員で３班を編成、議員が各地域（３会場）に出向き、付箋紙と模造紙を使ったワークショップ形
式により開催しました。参加者は、各公立小中学校PTA役員から１～２名程度を募集しました。

●意見交換会の内容
　テーマである「物価高騰による生活への影響」について、２つのステップで意見交換を行いました。
　ステップ１では、物価高騰により日々の生活や子育て、学校生活、教育などのさまざまな分野において、
どのような影響があるのかについて意見を出し合い、物価高騰による影響の現状把握と共有を行いまし
た。
　ステップ２では、ステップ１で共有した現状を踏まえ、市からこんな支援があったら助かると思うこ
とについて意見を出し合い、支援ニーズの洗い出しを行いました。

●日程・会場

議　会

報告会

日　程　※全日程18時30分〜 会　場
南会場 令和6年11月19日（火） 岩舟公民館
中央会場 令和6年11月20日（水） きららの杜とちぎ蔵の街楽習館
北会場 令和6年11月26日（火） 北部健康福祉センターゆったり～な

●物価高騰により影響を受けていること
・食費（子どもがいるのでおかずの数は減らせない）
・外食する機会が減った　・学用品の値上がり　・修学旅行積立
・学校の備品が足りない　・体験機会の減少　・おむつが高い

●必要な市からの支援
・使う回数や時期が限られる学用品は学校で保管、管理して貸与する
・制服バンク（リサイクルポイント制、制服を統一）
・保育園のおむつ等のリース代（サブスク）

●主な発言の概要
・親への補助もありがたいが、子どもたちの学ぶ環境への投資を。
・家庭の経済状況によって体験格差が生じている。
・アレルギー対応食品は通常よりも高く、弁当を作る負担が大きい。

南会場 対象PTAブロック／大平、藤岡、岩舟
参加者／PTA役員：18人、議員：12人



－ 16 －－ 16 －

第 64 号 令和 7年 2月 20 日

目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

3月定例会の予定
（変更になる場合があります）

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、２月20日
（木）に新聞折り込みを予定しています。
　一般質問の様子は、ケーブルテレビや市議
会のホームページからもご覧いただけます。
　ぜひ、ご覧ください。

※常任委員会等…常任委員会および予算特別委員会分科会

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21 22

本会議

議案等提案
新聞折込 予算特別委員会

23 24 25 26 27 28 3/1

天皇
誕生日 振替休日

本会議

『一般質問』
2 3 4 5 6 7 8

本会議 予算特別委員会 常任委員会等

『一般質問』 会派代表質問 （総務）
9 10 11 12 13 14 15

常任委員会等 常任委員会等

（民生） （産業教育） （建設）
16 17 18 19 20 21 22

春分の日
予算特別委員会

分科会長報告
23 24 25 26 27 28 29

本会議

議案等採決

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。� （今回のインタビュアー：小平委員）

Ｑ：モニターになっての感想は

Ａ�：子育て中の私にとって、身近な問題である物価高騰による生活への
影響や子育て支援について、議会で議論されている具体的な過程を確
認できて、議会や議員の存在をより身近に感じるようになりました。
Ｑ：議会だよりに望むことは

Ａ�：県内の自治体の中でも栃木市は厳しい財政状況だということなので、
市の行政執行に対し、議会がどのように改善に向けた対応を進めてい
るかを市民に説明してもらいたいです。
Ｑ�：市に望むことは

Ａ�：市民活動では子ども食堂の運営に携わっています。また、障がい者
福祉の現場で働いています。就労支援や地域活動を通して障がい者の
方がより生きがいを感じる社会になるような行政を期待したいです。

議会広報紙モニター 
佐藤 祐樹さん
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こ
の
た
び
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
号
で
は
12
月
に
開
催
さ
れ
た
定

例
議
会
の
議
論
内
容
や
議
決
さ
れ
た
重

要
事
項
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
ご
感
想
や

ご
要
望
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を

大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
発
展

に
向
け
た
、
そ

し
て
次
世
代
に

向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
川
田 

俊
介 

記
）
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子
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海
ま
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ず

天

谷

浩
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あ
と
が
き

▲議場の議席です


